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　［IEEE802.1Qトンネリング］
VLAN用の［　　ア　　］は、32ビットで構成され、VIDには［　　イ　　］

ビットが割り当てられる。しかし、（I）VLANを使用する複数のVLANの顧客
に対して、物理的に共用するNWを提供する場合、幾つかの問題が発生してし
まう。そこで、ある顧客のIEEE 802.1Qタグ付きのイーサネット通信（以下、
VLAN通信という）を、他の顧客の設定に影響を与えずに、NW基盤を経由し
て転送させるには、IEEE 802.1Qトンネリング技術が必要となる。
このトンネリングは、顧客のVLANタグ付きのパケットを、更に別のVLAN
タグを付けることによってカプセル化する。これは、IEEE 802.1adによって
標準化されている。例えば、同一セグメント上の異なるフロアにある顧客αの
サーバ間において、VLANトンネリングを適用してサーバ１（以下、SV1とい
う）からサーバ2（以下、SV2という）にフレームを送った場合のフレーム構
成は、図１のようになる。図１中の①～③はフレーム番号であり、各フレーム
の送信箇所で採取されたフレームを表すDAとSAには、それぞれ該当機器の宛
先アドレス、送信元アドレスが入る。
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設問1　本文中の[　　]に入れる適切な字句を答えよ。
設題2　�［IEEE 802.1Qトンネリング］について、図1を参照し、(1)~(4)に答

えよ。

(1) SA及びDAのアドレスの種別を答えよ。
(2) ‌�フレーム番号の①～③のDA、SAの該当機器名を答えよ。ここで、フレー

ム番号①のSAの該当番号は、SV1であることを前提とする。
(3) フレーム番号③の網掛け部分を適切に分割し、フィールド名を記入せよ。
(4) 本文中の下線部（I）の問題を二つ挙げ、それぞれ30字以内で述べよ




